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マッチングの質と量の向上のための



本日のAgenda

マッチングの質と量の向上のための

・PORTERSのマッチングについて
・運用改善の事例紹介
・運用改善を自社で行うためのヒント
・ポーターズからのお知らせ
・Q&A

PORTERS運用改善＆環境見直し



PORTERS活用勉強会
マッチングの質と量の改善のための
PORTERS運用改善＆環境見直し編



自己紹介

名前：阿部　風香（Fuka Abe）

2021年4月　ポーターズ株式会社　入社
～2022年6月　Consulting Group所属
（人材紹介会社様向けの新規導入を担当）

2022年7月～　カスタマーサクセスチーム所属
（既存ユーザー様向けの運用サポートを担当）

最近の出来事：10年ぶりに鎌倉へ行きました！



こんな課題はありませんか？

マッチングがうまくできていない
オートマッチングが使えていない

PORTERSの環境を改善したいが何から行うかわからない



本日の勉強会では

マッチングがうまくできていない
オートマッチングが使えていない

PORTERSの環境を改善したいが何から行うかわからない

という方にマッチングの質と量を向上のための
PORTERSの環境改善・活用についてご案内いたします。



PORTERSの利用価値について改めてご案内
PORTERSは、求人（案件）・求職者（スタッフ）の新規獲得から入社に至るまでの

マッチングプロセスを最適化するシステムです。



PORTERSは、データを入れておくだけの
ただの箱ではなく

人材紹介・派遣会社のためのマッチングシステム





今、PORTERSでマッチングができていますか？



まず、PORTERSでマッチングができている状態
についてご紹介します！



PORTERSのマッチングとは

◎紹介事業者様 ◎派遣事業者様

PORTERSでは、以下に登録された情報をもとにマッチングします
JOB(求人)　×　求職者（スタッフ）

マッチング後は、
選考プロセス（引当進捗）を作成し進捗管理を行います



PORTERSのマッチング
求人から求職者、求職者から求人を細やかな検索でマッチングをか
けることが可能です。一覧・詳細画面に「●●サーチ/○○検索」
などの名称でマッチングのアクションメニューがあります。

■求人一覧のアクションメニュー＞求職者サーチ ■求人詳細のアクションメニュー＞求職者サーチ



PORTERSのマッチング
求職者情報や求人情報を同画面で見比べて確認しながら、検索条件
の設定をすることが可能です。マッチング条件は都度設定します。



PORTERSのマッチング
検索結果を一覧で確認することができます。



PORTERSのオートマッチング



PORTERSのオートマッチング
事前に設定したマッチング条件で「求職者から求人」または「求人
から求職者」のマッチング結果をワンクリックで出すことができま
す。



PORTERSのオートマッチング
求人の募集要項と求職者の希望条件を結び付けたマッチングの設定や、
お客様独自の項目を条件としたマッチングが可能です。
募集要項
　　×希望条件

業種 ➤ 希望業種
職種 ➤ 希望職種
年収下限 ➤ 現在年収
年収上限 ➤ 希望年収
勤務地 ➤ 希望勤務地　

お客様独自項目

フェーズ　Open 
優先度　Sランク
求職者エントリー●日以内
　



PORTERSのオートマッチング
利用シーンに合わせて、複数のマッチングが設定でき、
効率的にマッチングができます。

オートマッチングメニュー

①給与
②勤務地×業種×職種
③年齢×スキル 
④...



PORTERSのオートマッチング
オートマッチング後にさらに個別に絞り込む、マッチング結果を
優先順位で並び変えたり、ソートをかけることも可能です。



オートマッチングを利用いただくことで、

が可能です！

一次スクリーニング強化・漏れ防止一次スクリーニング強化・漏れ防止
スピードマッチングスピードマッチング

マッチングスキル標準化マッチングスキル標準化



PORTERS環境改善編



PORTERS活用改善のステップ



ここからは
マッチングの改善のためのPORTERS環境改善の

事例を紹介します！



①課題抽出
実際のお客様の例：海外の経験生かす転職サポートの会社様

Asis ToBe

シ
ス
テ
ム

事
業 掘り起こしを行い成約数を上げたい

コンタクトができなかった求職者の
その後のアプローチができておらず、

情報だけが溜まっていっていた

データはあるものの
項目の入力にばらつきがある

マッチングは属人的になっている
効率的かつ効果的なマッチングが

できる状態にしたい



①課題抽出
実際のお客様の例：海外の経験生かす転職サポートの会社様

Asis ToBe

シ
ス
テ
ム

事
業 掘り起こしを行い成約数を上げたい

コンタクトができなかった求職者の
その後のアプローチができておらず、

情報だけが溜まっていっていた

データはあるものの
項目の入力にばらつきがある

マッチングは属人的になっている

効率的かつ効果的なマッチングが
できる状態にしたい

堀起こしマッチングができるように環境を改善を決定



②設計
どのようにPORTERSでシステム課題を解決するかを思案します。

マッチングができる環境にするために
マッチング項目を決める
→今回のお客様は入力率を元に決定

入力率が高い＝求職者・企業ヒアリング時に確認できている
　　　　　　　→双方求める条件であるからヒアリングが
　　　　　　　　できているのではないかという仮説



②設計ー①マッチング項目を決める
環境改善を行ったお客様の例
マッチング項目を決定するため、項目の入力率の洗いだしを実施

求職者側

求人側



②設計ー①マッチング項目を決める
Excel上で求職者、求人で対になっていてかつ入力率が高いものを算出

求職者側 求人側



②設計ー①マッチング項目を決める
①希望勤務地×希望職種
②希望勤務地×希望職種×学歴×英語スキル
を一旦のマッチング項目として決定



③実装
1.希望勤務地×希望職種
2.希望勤務地×希望職種×学歴×英語スキル

このマッチングをPORTERSで実現するため
①PORTERS上でオートマッチング設定
②データメンテナンス

を実施しました



③実装ー①オートマッチング設定
オートマッチング設定画面にて
1.希望勤務地×希望職種を実現するため、下記の様に設定



③実装ー①オートマッチング設定
求職者詳細画面のアクションボタンにも実装



③実装ー①オートマッチング設定
とはいえ、②のマッチングをしても求人がヒットしない…



③実装ー②データメンテナンス
オートマッチングをしても求人がヒットしない理由として

テキスト型には入力されているが、
オートマッチングに使う選択肢の項目にはデータが入っていない
ということが原因

データの入力率を上げるため、求人側のデータメンテナンスを実施



③実装ー②データメンテナンス
ポジションの項目をはき出し
職種と勤務地をメンテナンス

ポジションに含まれるテキストで、勤務地・職種を特定



③実装ー②データメンテナンス
応募資格の項目をはき出し
求める学歴と求める英語力をメンテナンス



職種 73.46% → 77.53% 4.08%UP

勤務地 43.60% → 89.06% 45.46%UP

求める学歴 16.10% → 47.48% 31.38%UP

求める英語力 15.22% → 39.39% 24.17%UP

③実装ー②データメンテナンス
メンテナンスの結果データ入力を上げ、マッチングがしやすい環境へ



④フィードバック
実際に利用していただいてのFBをいただく

・入力時に入力されていないと新しいデータには
　マッチング項目が入っていないままになってしまう

・現在使っている希望職種をもっと自社用にカスタマイズしたい



⑤改善

・入力時に入力されていないと新しいデータには
　マッチング項目が入っていないままになってしまう
→入力時のフローを確認し、CSVで入れているとのことだったので
　CSVインポート時にマッチング項目が入力時される様設定変更

・現在使っている職種の選択肢をもっと自社用にカスタマイズしたい
→今後使う選択肢を洗い出していただき、
　現在のデータをメンテナンスした上で実装



今後について
現在は担当者ベースでのお打ち合わせのため、
現場からのフィードバックがもらえていない状況

今後やりたいこと
・オートマッチングでマッチング数や進捗数が増えたか計測
・求人にマッチする求職者の掘り起こしメール打診



まとめ
何から手を付けたらいいか…と迷った場合
下記ステップで進めていただければと思います！
また、設計の部分からは弊社カスタマーサクセス担当へご相談いただくことも可能です！



自社で実施する場合のヒント



PORTERS活用改善のステップ



①課題抽出
現状の課題を明確化する必要があります。

Asis ToBe

シ
ス
テ
ム

事
業



①課題抽出
現状の課題を明確化する必要があります。

Asis ToBe

シ
ス
テ
ム

事
業

現状の事業内容や
業務の流れを把握する

使っているシステムやツールの
運用方法を把握する

理想像を考える

ギャップの明確化/AsisとToBeを埋めるための運用改善案を考える

理想のシステム運用像を考える



PORTERS活用改善のステップ



②設計
どのようにPORTERSでシステム課題を解決するかを思案します。
今回の勉強会では、マッチングができる環境にするために

・マッチング項目を決める
・ヒアリングを見直す
・データの入れ方を見直す



②設計（マッチング項目を決める）
マッチング項目の決め方例
・システム入力率から決める
・マッチ数、成約数が多い社員へヒアリング
・面談ヒアリング内容/商談ヒアリング内容から決める



②設計（マッチング項目を決める）
マッチング項目の決め方よくある質問

ポーターズさん
最適なマッチング項目を

教えて下さい



マッチング項目の例
🌟条件🌟
職種/業種/勤務地/給料/雇用形態/スキル・資格

🌟価値観🌟
志向性/企業風土との相性/転職理由と転職先での実現性/
コミュニケーション

②設計（マッチング項目を決める）

マッチングは求職者理解と企業理解が大切
あくまで、上記は一例です。



PORTERS活用改善のステップ



③実装
マッチングができるPORTERSにするための実装
実施すること例

・項目整理
・データメンテナンス
・オートマッチング設定



オートマッチング実装例①
株式会社サンキョウテクノスタッフ様の例
入力率の良い順にレベル1～5のマッチングを作成



オートマッチング実装例①
株式会社サンキョウテクノスタッフ様の例
入力率の良い順にレベル1～5のマッチングを作成

粒度を分けたマッチングを実装することにより
・マッチング数の拡大
・マッチングスピードの向上
に貢献



マッチング範囲を広げたマッチング
選択肢のマッピングをカスタマイズすることで、
範囲を広げたマッチングが可能になります。

例：勤務地、スキル
近い地域や似たプログラミングスキル等のマッチングを可能に

オートマッチング実装例②



東京を希望している方に
周辺の地域のJOBもオートマッチングで
候補にあがる様カスタマイズ

オートマッチング実装例②



マッチング母数を増やすため、普段マッチングを行わない
営業、RA、事務方の方にオートマッチングを利用していただく

例：求人を入力した後、オートマッチングのボタンをクリックし、
マッチング候補を選考プロセスにつけておく

→CA側の求人打診の候補になる
　CA側がJOBを探しに行く工数が減る

普段マッチングを行わない方の利用
オートマッチング実装例③



条件にて、マッチングしてはいけない人等の条件を省いておくこと
で、マッチングミスを防ぐ

マッチングしてはいけないレジュメを
出ないような設定

6か月以内に登録があったレジュメのみをマッチング対象にする

オートマッチング実装例③



マッチング数の向上
マッチング網羅率の向上
求人獲得から打診までのリードタイム短縮

オートマッチング実装例③



PORTERS活用改善のステップ



④フィードバック
実際に利用していただいてのフィードバックを行う

・業務を行っているメンバーへ課題をヒアリングする
・レポート等で実装前後の数値を計測する

当初の課題を解決できているかを必ず確認する！



PORTERS活用改善のステップ



⑤改善
④のフィードバックを受けての更なる改善を実施

🌟フロー🌟
・ヒアリング内容の見直し
・業務フローの見直し

🌟システム🌟
・PORTERSの項目の見直し
・マッチング項目の見直し
・集計数値の見直し
・更なるツールの導入



⑤改善
さらに精度の高いマッチングをご希望の方へ…

・通勤時間マッチング
・地図マッチング
・Daxtra Search



勤務地をより正確にマッチングさせたい①
弊社では、通勤時間マッチングという、有料オプションがございます
JOBとレジュメの住所情報から最寄り駅を自動で算出し、
最寄り駅同士の通勤時間（30分以内）や
直線距離での通勤時間のマッチングが可能になります。



通勤時間マッチング
・勤務地マッチングにマッチング漏れが発生している
　→住所を登録するだけで最寄り駅が自動で反映されるので
　　入力の必要がなくなる

　　最寄り駅間の通勤時間での
　　　　　　ワンクリックでのマッチングが可能に



通勤時間マッチング



勤務地をより正確にマッチングさせたい②
地図マッチングという、有料オプションがございます
Googleの地図上で視覚的にマッチングが可能です。



地図マッチング
求職者/スタッフとJOB/求人の勤務地情報から
移動手段（電車、車、徒歩） × 指定の検索項目 × 〇〇分以内
の検索軸で求人情報の検索が可能になります

→マッチング漏れを防ぐ
　決定率の向上
　社内オペレーションの統一化
　を実現することが可能です



地図マッチング
費用
・初期導入費用： 33万円（JOBSearchVersion） 
　　　　　　　   ＋10万円（CANSearchVersionも含め導入する場合）

・初期求人データ移行費用： 1万件まで無料
　　　　　　　　　　　　　 超過1万件毎に1万円加算 

・月額費用： 5万円 （地図マッチング1,000回まで） 
※超過500回毎に月額25,000円の加算 ※日割りはありません。



より精度の高いマッチングがしたい（Daxtra Search）



⑤改善
・通勤時間マッチング
・地図マッチング
・Daxtra Search

詳しいご案内をご希望の場合は、
カスタマーサクセス担当までご連絡ください！



設定方法



オートマッチング設定について
詳しくは過去勉強会・ヘルプページをご覧ください

https://hrbc-support.porters.jp/hc/ja/articles/23243522352025


まとめ



まとめ
本日はマッチングの質と量の改善のためのPORTERS環境改善について
ご案内いたしました！
何から手を付けたらいいか…と迷った場合
下記ステップで進めていただければと思います！

今日の勉強会が
自社の課題の見直しとPORTERSの環境の見直しを行っていただく
きっかけになればと思います。
また、ご相談事がありましたらカスタマーサクセス担当へご相談ください！



付録
入力率の出し方について



入力率の算出方法について
データの入力率を出すために必要なこと

・入力率を確認したい階層の項目の全件エクスポート
・Excel上での関数計算



入力率の算出方法について
入力率を確認したい階層の項目の全件エクスポート①
データを全件選択し、エクスポートを行います

※エクスポート容量は32MB（システム内部容量）までです。
件数が多い場合は、複数回に分けていただくことをお勧めいたします。



入力率の算出方法について
名称を付け、入力率を出したい項目をエクスポートする項目へ
ドラックアンドドロップを行い、エクスポートを実行します
この時必ずリソースIDをエクスポートする項目に選んでください

※エクスポート出力項目は100項目程度を目安にしてください。
200項目以上出力するとエラーとなり、正常に完了ができなくなる場合があります。



入力率の算出方法について
データがエクスポートできましたら、
CSVファイルをExcelで開きます
入力率算出用に上部に行を2行追加します。

2行追加



入力率の算出方法について
追加した行の1行目は
=COUNTA(A4:A○○)　※○○はデータがある最終行
を入力して、データがある列すべての1行目にコピーをします。

※COUNTAの関数は空白ではないデータの数を数える関数です。



必要に応じて％表示
に変更ください。

入力率の算出方法について
追加した行の2行目は
=A1/$A$1
を入力して、データがある列すべての2行目にコピーをします。

A1に入っているリソースIDは必ず入力されているものなので、
これで、入力率が算出できます。



PORTERSからの告知





詳細はこちら：https://lp.porters.jp/promolp?hsCtaAttrib=183930669466

https://lp.porters.jp/promolp?hsCtaAttrib=183930669466




求職者の取り込みは　　　　　　で完了！
～インポート 基本操作 徹底解説編～

PORTERS  操作説明会PORTERS  操作説明会

2025年5月22日（火）15:00~16:00開催
15:00になりましたら開始いたします。 
しばらくお待ちください。

ワンクリックワンクリック



PORTERSPORTERS
個別運用相談会個別運用相談会

随時受け付けておりますので、随時受け付けておりますので、
ご希望の方はお申し付けくださいご希望の方はお申し付けください


